






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































陳明 ？ 行揚武将軍 揚武将軍
属
僚
に
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
に
中
国
系
姓
氏
を
持
っ
た
人
物
が
多
い
こ
と
は
、
楽
浪
・
帯
方
系
の
遺
民
た
ち
を
幕
府
の
属
僚
に
起
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
高
句
麗
の
広
開
土
王
の
国
王
幕
府
が
中
国
出
身
の
亡
命
客
で
あ
る
鎮
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
同
じ
脈
絡
で
理
解
さ
れ
る
。
百
済
の
国
王
幕
府
の
属
僚
が
対
中
国
外
交
で
目
立
っ
た
活
動
を
み
せ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
出
身
身
分
に
起
因
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
第
二
に
、
蓋
歯
王
の
幕
府
に
王
族
の
余
礼
が
長
史
と
し
て
幕
府
属
僚
に
属
し
て
い
る
点
も
、
百
済
の
国
王
幕
府
の
運
営
様
相
を
解
明
す
る
一
つ
の
端
緒
と
な
る
。
余
礼
は
、
他
の
幕
府
属
僚
と
比
較
す
る
と
、
様
々
な
面
で
異
例
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
余
氏
の
王
族
で
あ
り
、
長
史
と
馬
都
尉
と
い
う
官
職
を
兼
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
百
済
王
が
私
署
し
た
後
冊
封
を
要
請
し
た
爵
号
も
冠
軍
将
軍
弗
斯
侯
で
、
将
軍
号
と
太
守
号
の
追
認
を
要
請
し
た
他
の
属
僚
に
比
べ
て
格
が
高
い
。
こ
れ
は
余
礼
が
王
族
で
、
ま
た
蓋
歯
王
の
鮒
馬
と
し
て
国
王
幕
府
の
長
史
職
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
を
管
掌
し
た
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
蓋
歯
王
は
王
族
の
起
用
を
通
じ
て
王
権
強
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
国
王
幕
府
も
鮒
馬
に
し
て
管
掌
さ
せ
、
自
身
の
個
人
的
な
勢
力
基
盤
を
よ
り
強
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
百
済
の
国
王
幕
府
が
王
権
を
支
え
る
制
度
的
基
盤
で
あ
っ
た
事
実
を
再
び
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
、
五
世
紀
の
百
済
で
は
国
王
幕
府
が
開
設
さ
れ
、
内
朝
的
機
能
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
を
調
べ
て
み
た
。
百
済
王
は
伝
統
貴
族
と
は
出
身
身
分
が
違
う
人
物
を
自
身
の
幕
府
属
僚
に
抜
擢
し
て
、
そ
れ
を
個
人
的
な
勢
力
基
盤
と
し
、
上
佐
平
中
心
の
貴
族
勢
力
の
牽
制
か
ら
逃
れ
よ
22
う
と
し
た
。
た
だ
、
国
王
幕
府
は
、
五
世
紀
高
句
麗
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
内
朝
と
し
て
は
一
定
の
限
界
を
持
つ
制
度
で
あ
っ
た
。
な
お
、
再
び
王
権
が
安
定
し
て
い
く
熊
津
後
期
の
東
城
王
代
か
ら
新
し
い
内
朝
制
度
が
摸
索
さ
れ
始
め
た
。三
、
洒
批
期
の
前
内
部
体
制
の
構
造
と
運
営
　
五
世
紀
代
国
王
幕
府
の
属
僚
を
主
軸
と
し
て
い
た
百
済
の
内
朝
は
、
そ
の
後
官
府
体
制
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
が
『
周
書
』
百
済
伝
な
ど
に
記
録
さ
れ
た
内
官
一
二
部
で
あ
る
。
こ
の
内
官
一
二
部
は
、
記
録
さ
れ
た
官
府
の
序
列
や
官
府
名
称
が
持
つ
語
義
か
ら
、
首
席
官
府
の
前
内
部
が
他
の
＝
個
の
官
府
を
統
率
す
る
形
態
に
運
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
「
前
内
部
体
制
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
前
内
部
体
制
の
構
造
と
成
立
過
程
を
検
討
す
る
と
共
に
運
営
上
の
変
化
を
追
跡
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
外
官
有
司
軍
部
・
司
徒
部
・
司
空
部
・
司
冠
部
・
点
口
部
・
客
部
・
外
舎
部
・
綱
部
・
日
宮
部
・
市
部
　
長
吏
三
年
一
交
代
」
（
『
北
史
』
巻
九
四
・
列
伝
八
二
・
百
済
）
（
3
）
　
「
又
其
内
官
有
前
内
部
・
穀
部
・
肉
部
・
内
掠
部
・
外
掠
部
・
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
宮
部
　
又
有
将
長
　
外
官
有
司
軍
部
・
司
徒
部
・
司
空
部
・
司
冠
部
・
点
口
部
・
客
部
・
外
舎
部
・
綱
部
・
日
官
部
・
市
部
　
凡
此
衆
官
各
有
宰
　
官
長
在
任
皆
三
年
一
代
」
（
『
翰
苑
』
所
引
『
括
地
志
』
）
（
4
）
　
「
北
史
云
〈
中
略
〉
各
有
部
司
　
分
掌
衆
務
　
内
官
有
前
内
部
・
穀
内
部
・
内
原
部
・
外
原
部
・
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
宮
部
　
外
官
有
司
軍
部
・
司
徒
部
・
司
空
部
・
司
冠
部
・
点
口
部
・
外
舎
部
・
綱
部
・
日
官
部
・
市
部
　
長
吏
三
年
一
交
代
」
（
『
一
二
国
史
記
』
巻
四
〇
・
志
九
・
職
官
下
）
　
1
．
前
内
部
体
制
の
構
造
と
成
立
過
程
ま
ず
、
関
連
史
料
を
羅
列
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
1
）
　
「
各
有
部
司
　
分
掌
衆
務
　
内
官
有
前
内
部
・
穀
部
・
肉
部
・
内
椋
部
・
外
椋
部
・
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
官
部
　
外
官
有
司
軍
部
・
司
徒
部
・
司
空
部
・
司
冠
部
・
点
口
部
・
客
部
・
外
舎
部
・
綱
部
・
日
官
部
・
都
市
部
」
（
『
周
書
』
巻
四
九
・
列
伝
四
〇
・
異
域
上
・
百
済
）
（
2
）
　
「
各
有
部
司
　
分
掌
衆
務
　
内
官
有
前
内
部
・
穀
内
部
・
内
掠
部
・
外
掠
部
・
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
宮
部
　
上
の
史
料
は
、
内
官
と
外
官
に
区
分
さ
れ
て
い
た
百
済
中
央
官
府
の
実
態
を
表
し
て
い
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
同
一
の
内
容
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
史
書
に
よ
っ
て
官
府
の
数
に
差
が
あ
り
、
官
府
の
名
称
表
記
に
も
文
字
上
の
出
入
が
あ
っ
て
若
干
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
官
府
の
数
を
見
る
と
、
史
料
（
1
）
と
（
3
）
に
は
内
官
一
二
部
・
外
官
一
〇
部
に
対
し
、
史
料
（
2
）
と
（
4
）
に
は
内
官
＝
部
・
外
官
一
〇
部
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
史
料
（
1
）
・
（
3
）
の
内
官
所
属
の
穀
部
と
肉
部
二
個
の
官
府
が
史
料
（
2
）
・
（
4
）
で
は
穀
内
部
と
い
う
｝
つ
の
官
府
と
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
系
統
の
側
面
で
、
（
2
）
の
『
北
史
」
百
済
伝
は
『
周
書
』
百
済
伝
（
史
料
（
1
）
）
の
内
容
を
刷
削
編
纂
し
百済内朝制度試論23
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
後
者
の
史
料
的
信
懸
性
が
ず
っ
と
高
い
点
が
指
摘
さ
れ
　
　
　
　
（
H
）
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
別
系
統
の
史
料
で
あ
る
『
翰
苑
』
所
引
『
括
地
志
』
（
史
料
（
3
）
）
の
内
容
も
『
周
書
』
百
済
伝
と
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
官
府
の
数
は
『
周
書
』
百
済
伝
に
記
録
さ
れ
た
内
官
一
二
部
と
外
官
一
〇
部
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
史
書
に
よ
っ
て
表
記
を
異
に
し
て
い
る
官
府
の
名
称
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
①
史
料
（
2
）
・
（
4
）
の
穀
内
部
は
史
料
（
1
）
の
穀
部
と
肉
部
の
誤
記
で
あ
る
。
②
史
料
（
1
）
の
内
椋
部
・
外
椋
部
が
史
料
（
2
）
・
（
3
）
で
は
内
掠
部
・
外
掠
部
に
、
史
料
（
4
）
で
は
内
椿
部
・
外
推
部
に
そ
れ
ぞ
れ
表
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
（
2
）
・
（
3
）
の
「
掠
」
は
「
椋
」
と
字
形
が
類
似
す
る
の
で
、
編
纂
過
程
上
の
誤
記
か
誤
刻
か
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
史
料
（
4
）
の
「
原
」
は
、
そ
の
意
味
が
「
倉
」
で
、
「
椋
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
字
意
で
あ
る
「
庫
」
・
「
倉
」
な
ど
と
通
じ
る
の
で
、
「
椋
」
を
「
原
」
に
改
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
官
府
の
正
し
い
名
称
は
内
椋
部
と
外
椋
部
と
い
え
る
。
③
史
料
（
1
）
の
後
官
部
が
史
料
（
2
）
・
（
3
）
・
（
4
）
で
は
全
部
後
宮
部
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
中
で
内
官
に
含
ま
れ
る
官
府
は
後
宮
部
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
史
料
（
1
）
の
後
官
部
は
字
形
の
相
似
に
よ
る
後
代
の
板
刻
過
程
の
誤
謬
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
の
官
府
の
名
称
は
後
宮
部
が
正
し
い
。
④
史
料
（
1
）
・
（
3
）
・
（
4
）
の
日
官
部
が
史
料
（
2
）
で
は
日
宮
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
字
形
が
酷
似
し
た
こ
と
か
ら
起
因
す
る
板
刻
上
の
誤
謬
で
、
日
官
部
が
正
し
い
表
記
で
あ
る
。
⑤
最
後
に
記
録
さ
れ
た
官
府
で
あ
る
都
市
部
は
史
料
（
1
）
を
除
外
し
た
そ
の
他
の
史
料
に
は
全
部
市
部
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
語
意
上
、
市
場
を
管
理
す
る
官
府
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
大
き
な
差
異
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
し
か
し
、
「
都
」
が
都
邑
を
意
味
し
、
百
済
時
代
に
交
易
の
中
心
と
な
る
最
も
大
規
模
の
市
場
は
都
邑
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
官
府
の
名
称
は
市
部
よ
り
は
都
市
部
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
確
定
し
た
官
府
の
数
と
名
称
を
内
官
と
外
官
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
内
官
（
一
二
部
）
1
前
内
部
・
穀
部
・
肉
部
・
内
椋
部
・
外
椋
部
．
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
宮
部
。
外
官
（
一
〇
部
）
1
司
軍
部
・
司
徒
部
・
司
空
部
・
司
冠
部
・
点
口
部
・
客
部
・
外
舎
部
・
綱
部
・
日
官
部
・
都
市
部
。
　
こ
の
内
官
一
二
部
と
外
官
一
〇
部
は
内
外
の
区
分
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
内
官
は
国
王
の
近
侍
機
構
、
す
な
わ
ち
内
朝
で
、
外
官
は
一
般
国
政
を
担
当
し
た
外
廷
が
確
か
で
あ
る
。
内
朝
問
題
を
扱
う
本
稿
で
は
外
官
一
〇
部
は
除
外
し
て
、
内
官
一
二
部
だ
け
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
れ
で
は
内
官
一
二
部
の
機
能
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
上
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
部
の
職
事
に
つ
い
て
は
関
連
記
録
が
皆
無
で
あ
る
。
従
来
の
諸
研
究
者
が
字
意
を
主
要
根
拠
に
し
て
機
能
を
推
定
し
た
理
由
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
筆
者
も
既
存
の
方
法
に
従
い
、
従
来
の
見
解
を
総
　
　
　
（
1
4
）
合
し
な
が
ら
、
各
部
の
機
能
を
類
形
別
に
分
け
て
整
理
し
た
い
。
　
①
前
内
部
　
前
内
部
は
内
官
一
二
部
の
中
で
先
頭
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
語
義
が
内
官
（
内
部
）
の
中
に
最
も
ま
え
（
前
）
の
官
府
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
、
一
応
内
官
一
二
部
の
首
席
官
府
と
推
定
さ
れ
る
。
新
羅
の
内
省
と
同
等
の
位
相
を
持
っ
て
い
た
官
府
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
職
事
は
既
に
王
命
出
納
・
国
王
近
侍
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
そ
れ
と
共
に
国
王
供
奉
業
務
24
を
総
括
し
た
官
府
で
、
そ
の
長
官
は
内
朝
の
領
袖
、
す
な
わ
ち
国
王
近
侍
機
構
の
代
表
者
と
い
う
位
相
を
持
っ
て
い
た
点
を
注
目
し
た
い
。
　
②
穀
部
・
肉
部
n
語
義
に
よ
る
と
、
両
者
は
国
王
の
御
供
に
関
連
し
た
部
署
で
、
穀
部
は
穀
物
を
、
肉
部
は
肉
食
と
関
連
し
た
業
務
を
担
当
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
特
に
、
記
録
序
列
か
ら
見
る
と
比
重
が
大
き
い
官
府
と
思
わ
れ
る
の
で
、
単
純
に
御
供
だ
け
を
担
当
し
た
の
で
は
な
く
、
全
国
的
に
散
在
し
て
い
た
王
室
御
料
地
の
耕
作
と
管
理
、
一
部
王
室
牧
場
の
管
理
な
ど
重
要
な
機
能
も
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
唐
の
殿
中
省
隷
下
の
尚
食
局
や
新
羅
の
内
省
隷
下
の
康
典
・
肉
典
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
③
内
椋
部
・
外
椋
部
日
「
椋
」
の
字
意
が
「
倉
」
・
「
塵
」
と
通
じ
る
の
で
、
収
取
し
た
田
賦
を
保
管
・
管
理
す
る
倉
庫
業
務
を
管
掌
し
て
い
た
と
み
る
に
は
異
見
が
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
業
務
を
管
掌
す
る
官
府
が
内
椋
部
と
外
椋
部
に
区
分
さ
れ
て
、
共
に
内
官
に
所
属
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
　
　
（
1
5
）
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
内
椋
部
は
王
室
財
政
や
御
供
物
と
関
連
し
た
倉
庫
業
務
を
、
外
椋
部
は
国
家
財
政
に
所
要
さ
れ
る
倉
庫
業
務
を
担
当
し
た
と
捉
え
た
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
解
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
、
外
官
に
属
し
て
い
る
は
ず
の
外
椋
部
が
内
官
に
所
属
さ
れ
て
い
る
理
由
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
（
1
7
）
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
元
来
は
外
官
に
属
し
て
い
た
外
椋
部
が
、
内
朝
が
成
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
所
属
が
内
朝
に
移
動
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
元
来
王
室
財
政
と
国
家
財
政
に
関
連
す
る
倉
庫
業
務
を
管
掌
し
て
い
た
内
椋
部
と
外
椋
部
は
そ
れ
ぞ
れ
内
朝
と
外
廷
に
所
属
し
て
い
た
が
、
国
王
の
近
侍
機
構
で
あ
る
内
朝
が
強
化
さ
れ
る
に
伴
っ
て
国
家
財
政
に
関
連
す
る
倉
庫
業
務
ま
で
内
朝
が
管
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
外
椋
部
も
内
官
に
所
属
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
椋
部
と
外
椋
部
が
共
に
内
官
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
内
朝
の
成
長
と
王
権
の
強
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
④
馬
部
・
薬
部
H
こ
の
二
つ
の
官
府
は
字
意
上
、
所
管
業
務
が
明
白
で
あ
る
。
馬
部
は
御
馬
を
管
理
す
る
官
府
で
、
新
羅
の
内
省
隷
下
の
供
奉
乗
師
に
比
較
で
き
る
。
薬
部
は
王
室
所
用
の
製
薬
や
医
療
を
担
当
す
る
官
府
で
、
新
羅
の
薬
典
・
供
奉
医
師
と
そ
の
業
務
が
同
｝
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
王
と
王
室
に
対
す
る
供
奉
業
務
の
一
部
を
管
掌
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
に
も
、
馬
部
は
王
室
牧
場
の
管
理
、
薬
部
は
薬
材
の
調
達
の
よ
う
な
附
加
業
務
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
⑤
刀
部
　
字
意
の
通
り
刀
剣
や
武
具
の
製
作
・
管
理
を
担
当
し
た
官
府
と
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
保
管
す
る
兵
器
庫
の
管
理
も
重
要
な
所
管
業
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
⑥
功
徳
部
”
字
意
上
、
仏
教
寺
院
を
管
理
し
た
官
府
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
王
室
の
安
寧
を
祈
願
す
る
願
堂
や
王
室
寺
院
、
王
宮
内
の
内
帝
釈
院
な
ど
の
寺
刹
に
関
す
る
業
務
を
管
掌
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
羅
の
内
省
隷
下
の
願
堂
典
と
比
較
さ
れ
る
。
　
⑦
木
部
　
王
室
と
関
連
し
た
各
種
土
木
や
建
築
業
務
を
担
当
し
た
官
府
で
あ
る
。　
⑧
法
部
　
多
く
の
研
究
者
ら
が
儀
礼
や
王
室
の
儀
佼
を
担
当
し
た
官
府
と
し
た
。
し
か
し
、
新
羅
の
内
省
隷
下
の
律
令
典
の
存
在
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
字
意
か
ら
み
る
と
律
令
業
務
を
担
当
し
た
可
能
性
が
高
い
。
　
⑨
後
宮
部
　
字
意
そ
の
ま
ま
に
国
王
の
後
宮
関
連
業
務
を
管
掌
し
た
官
府
で
あ
る
。
　
以
上
、
官
府
名
称
が
持
つ
字
意
を
根
拠
に
し
て
、
内
官
一
二
部
の
機
能
を
推
百済内朝制度試論25
定
し
て
み
た
。
大
体
に
国
王
と
王
室
の
近
侍
供
奉
業
務
を
担
当
す
る
家
政
機
関
的
性
格
が
目
立
つ
が
、
前
内
部
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
官
府
は
一
般
の
政
治
領
域
に
ま
で
発
言
権
を
行
使
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
何
よ
り
も
国
王
近
侍
業
務
を
一
二
個
の
官
府
が
分
け
て
担
う
、
細
分
化
さ
れ
た
運
営
を
大
き
な
特
徴
と
指
摘
で
き
る
。
　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
た
百
済
の
前
内
部
体
制
は
い
つ
成
立
し
た
の
か
。
ま
ず
、
内
官
一
二
部
が
記
録
さ
れ
た
『
周
書
』
・
『
北
史
』
・
「
翰
苑
』
な
ど
の
史
書
が
皆
七
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
内
官
一
二
部
は
遅
く
と
も
七
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
七
世
紀
前
半
は
内
官
一
二
部
成
立
の
下
限
時
点
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
周
書
』
・
『
北
史
』
・
『
翰
苑
』
百
済
伝
に
は
内
官
一
二
部
と
共
に
、
百
済
の
地
方
統
治
組
織
で
あ
る
五
方
制
度
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
五
方
城
の
一
つ
で
あ
る
北
方
城
が
熊
津
城
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
史
書
の
百
済
に
対
す
る
叙
述
内
容
は
洒
批
遷
都
以
後
の
事
情
を
記
録
し
た
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
内
官
一
二
部
も
洒
批
時
代
の
状
況
を
表
し
て
い
る
も
の
と
認
め
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
内
官
一
二
部
の
成
立
に
対
す
る
諸
研
究
者
の
見
解
に
は
「
同
時
設
置
説
」
と
「
逐
次
成
立
説
」
が
あ
る
。
「
同
時
設
置
説
」
は
、
洒
批
遷
都
以
後
、
聖
王
が
改
革
政
治
の
一
環
と
し
て
内
官
一
二
部
と
外
官
一
〇
部
（
二
二
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
司
制
）
を
同
時
に
設
置
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
逐
次
成
立
説
」
は
、
熊
津
時
代
後
期
か
ら
漸
次
的
に
設
置
さ
れ
て
洒
批
遷
都
以
後
、
聖
王
に
よ
っ
て
整
備
　
　
　
　
（
2
0
）
さ
れ
た
と
い
う
。
筆
者
は
両
者
の
う
ち
「
逐
次
成
立
説
」
を
支
持
す
る
。
前
内
部
を
首
席
官
府
と
す
る
百
済
の
内
官
一
二
部
の
よ
う
な
整
備
さ
れ
た
官
府
体
制
が
同
時
に
成
立
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
逐
次
成
立
説
」
に
も
補
完
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
内
官
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
二
部
に
属
す
る
官
府
が
設
置
さ
れ
始
め
る
時
点
の
解
明
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
こ
そ
、
内
官
所
属
官
府
が
漸
進
的
に
設
置
さ
れ
、
洒
批
遷
都
以
後
に
前
内
部
を
首
席
官
府
と
す
る
一
二
部
体
制
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
に
説
明
さ
れ
る
。
　
こ
こ
で
、
前
内
部
体
制
は
百
済
の
内
朝
制
度
で
、
以
前
の
段
階
に
は
国
王
幕
府
が
内
朝
と
し
て
機
能
し
て
い
た
点
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
内
部
体
制
が
国
王
幕
府
の
発
展
的
解
消
を
前
提
に
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
史
料
に
は
百
済
の
国
王
幕
府
が
東
城
王
代
を
最
後
に
し
て
そ
れ
以
上
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
東
城
王
代
が
国
王
幕
府
が
解
消
さ
れ
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
前
内
部
体
制
が
成
立
し
始
め
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
東
城
王
代
末
期
に
「
内
頭
」
と
い
う
官
名
が
登
場
し
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
後
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
内
頭
」
の
実
体
は
そ
の
字
意
か
ら
み
る
と
、
内
臣
の
長
或
い
は
前
内
部
の
長
官
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
内
頭
」
の
登
場
は
前
内
部
体
制
が
成
立
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
百
済
の
前
内
部
体
制
の
成
立
は
、
一
番
早
く
前
内
部
と
そ
の
長
官
で
あ
っ
た
内
頭
の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
は
、
新
羅
の
内
朝
で
あ
っ
た
内
省
体
制
が
、
内
省
と
そ
の
長
官
で
あ
っ
た
私
臣
の
設
置
か
ら
始
ま
っ
た
事
実
と
同
軌
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
百
済
の
内
官
一
二
部
は
東
城
王
代
に
は
じ
め
て
設
置
さ
れ
、
増
設
過
程
を
経
て
酒
批
遷
都
以
後
、
聖
王
に
よ
っ
て
最
終
的
に
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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2
．
前
内
部
体
制
の
運
営
と
そ
の
変
化
　
前
内
部
体
制
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
は
、
前
述
し
た
前
内
部
体
制
の
構
造
と
各
官
府
の
機
能
及
び
成
立
過
程
が
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
と
共
に
構
成
官
職
や
運
営
方
式
な
ど
も
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
階
し
い
こ
と
に
こ
れ
に
関
す
る
史
料
は
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
ご
く
断
片
的
な
史
料
よ
り
前
内
部
体
制
の
運
営
様
相
を
把
握
で
き
る
糸
口
が
発
見
さ
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
記
録
さ
れ
た
「
内
頭
」
と
「
内
佐
平
」
と
い
う
官
名
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
官
名
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
き
た
が
、
百
済
内
朝
の
前
内
部
体
制
と
の
関
連
を
追
究
し
た
研
究
は
な
か
っ
た
。
百
済
の
内
朝
制
度
に
対
す
る
問
題
意
識
が
不
足
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
「
内
頭
」
と
「
内
佐
平
」
と
い
う
二
つ
の
官
名
は
、
そ
の
名
称
か
ら
内
朝
の
官
職
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
存
在
時
期
も
熊
津
後
期
～
酒
批
初
期
と
洒
批
後
期
に
互
い
に
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
就
任
す
る
臣
僚
の
格
に
お
い
て
も
差
異
が
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
両
者
は
前
内
部
体
制
と
無
関
係
で
あ
り
得
な
く
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
に
よ
っ
て
は
そ
の
運
営
様
相
の
変
化
を
解
明
で
き
る
端
緒
に
も
な
り
得
る
。
以
下
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
脚
し
て
酒
批
時
代
の
百
済
に
お
け
る
前
内
部
体
制
の
運
営
上
の
変
化
を
追
究
し
て
み
よ
う
。
（
1
）
　
「
内
頭
」
の
実
体
と
前
内
部
体
制
の
運
営
　
洒
批
期
百
済
の
中
央
政
界
に
は
一
般
国
政
担
当
臣
僚
と
は
そ
の
性
格
が
区
別
さ
れ
る
臣
僚
が
存
在
し
て
い
た
。
聖
王
二
八
（
五
五
〇
）
年
の
事
情
を
伝
え
る
次
の
記
事
を
一
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
遣
使
詔
工
」
百
済
日
　
〈
中
略
〉
　
又
復
朕
聞
　
奈
率
馬
武
　
是
王
之
股
肱
之
臣
　
納
上
伝
下
　
甚
協
王
心
　
而
為
王
佐
　
若
欲
国
家
無
事
　
長
作
官
家
　
永
奉
天
皇
　
宜
以
馬
武
為
大
使
　
遣
朝
而
已
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
一
一
年
条
）
　
上
の
史
料
は
天
皇
中
心
史
観
に
よ
る
歪
曲
が
多
い
も
の
の
、
倭
の
朝
廷
か
ら
百
済
大
使
と
し
て
の
派
遣
を
要
請
さ
れ
た
奈
率
馬
武
と
い
う
人
物
を
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
は
聖
王
二
二
年
（
五
四
四
）
に
、
施
徳
と
し
て
任
那
へ
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
六
年
が
経
っ
た
五
五
〇
年
に
は
奈
率
に
昇
進
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
の
史
料
に
は
彼
が
王
命
出
納
を
担
当
し
て
い
て
、
王
の
心
中
を
よ
く
は
か
っ
て
「
王
佐
」
に
す
る
ほ
ど
国
王
の
信
任
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
、
奈
率
と
い
う
そ
れ
ほ
ど
古
同
く
な
い
官
等
を
持
つ
馬
武
を
王
の
「
股
肱
之
臣
」
と
称
し
て
、
倭
で
は
大
使
に
派
遣
し
て
く
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
奈
率
馬
武
は
王
命
出
納
と
い
う
担
当
業
務
や
「
王
佐
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
る
と
、
一
般
の
国
政
担
当
臣
僚
と
は
違
う
、
国
王
側
近
の
近
侍
臣
僚
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
倭
が
聖
王
の
信
任
の
厚
い
馬
武
を
選
択
し
て
大
使
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
こ
と
は
、
聖
王
代
の
近
侍
臣
僚
の
政
治
的
比
重
を
象
徴
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
馬
武
の
よ
う
な
近
侍
臣
僚
ら
は
、
既
に
洒
批
遷
都
を
契
機
に
し
て
前
内
部
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
内
官
一
二
部
で
構
成
さ
れ
た
前
内
部
体
制
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
近
侍
臣
僚
ら
は
外
官
一
〇
部
に
属
す
る
臣
僚
と
対
応
さ
れ
る
意
味
か
ら
内
臣
と
通
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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「
百
済
遣
上
部
奈
率
科
野
新
羅
　
下
部
固
徳
波
休
帯
山
等
　
上
表
日
　
去
年
臣
等
同
議
　
遣
内
臣
徳
率
次
酒
　
任
那
大
夫
等
　
奏
海
表
諸
弥
移
居
之
事
」
（
「
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
一
四
年
条
）
　
上
の
史
料
に
は
徳
率
次
酒
を
内
臣
と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
『
日
本
書
紀
』
編
纂
当
時
の
観
念
に
よ
る
歪
曲
が
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
だ
け
は
百
済
の
立
場
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、
史
料
的
信
頼
性
は
比
較
的
に
高
い
と
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
内
臣
を
「
宣
納
」
或
い
は
「
宣
納
・
号
令
」
の
事
を
管
掌
し
た
内
臣
佐
平
か
或
い
は
内
臣
佐
平
の
淵
源
に
な
る
官
職
と
み
た
見
（
2
6
）
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
内
臣
佐
平
は
佐
平
だ
け
が
就
任
で
き
る
官
職
で
あ
っ
た
の
で
、
徳
率
の
官
等
を
持
つ
次
酒
が
内
臣
佐
平
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
内
臣
佐
平
の
淵
源
と
す
る
見
解
も
、
名
称
が
同
一
で
あ
っ
た
点
を
重
視
し
た
推
論
で
あ
る
だ
け
で
、
明
確
な
証
拠
は
な
い
。
こ
の
内
臣
は
『
日
本
書
紀
』
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
の
他
の
用
例
か
ら
み
る
と
、
国
王
側
近
の
近
侍
臣
僚
と
い
う
意
味
の
普
通
名
詞
で
、
馬
武
の
よ
う
に
百
済
の
前
内
部
体
制
、
す
な
わ
ち
内
朝
に
属
し
た
臣
僚
を
通
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
百
済
の
前
内
部
体
制
に
所
属
し
た
臣
僚
、
す
な
わ
ち
内
臣
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
て
、
構
成
人
物
の
資
格
と
性
分
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
も
ま
た
貧
弱
な
史
料
の
制
約
に
よ
り
、
詳
細
な
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ま
ず
「
内
頭
」
と
い
う
官
名
が
注
意
を
ひ
く
。
（
1
）
　
「
是
日
　
聖
明
王
　
聞
宣
勅
已
　
歴
問
三
佐
平
内
頭
及
諸
臣
日
詔
勅
如
是
　
当
復
何
如
　
三
佐
平
等
答
日
　
在
下
韓
之
我
郡
令
城
主
　
不
可
出
之
　
建
国
之
事
　
宜
早
聴
聖
勅
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
四
年
条
）
（
2
）
　
「
百
済
聖
明
王
　
復
以
前
詔
　
普
示
群
臣
日
　
天
皇
詔
勅
如
是
当
復
何
如
　
上
佐
平
沙
宅
己
婁
　
中
佐
平
木
協
麻
那
　
下
佐
平
木
サ
貴
徳
率
鼻
利
莫
古
、
　
徳
率
東
城
道
天
、
　
徳
率
木
協
昧
淳
　
徳
率
国
錐
多
、
奈
率
燕
比
善
那
等
　
同
議
曰
　
く
中
略
V
　
聖
明
王
日
　
群
臣
所
議
　
甚
称
寡
人
之
心
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
四
年
条
）
　
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
聖
王
の
洒
批
遷
都
直
後
、
所
謂
任
那
復
興
会
議
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
百
済
朝
廷
に
お
け
る
君
臣
会
議
の
場
面
が
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
に
は
任
那
日
本
府
を
想
定
し
て
い
る
な
ど
、
虚
構
と
歪
曲
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
『
百
済
本
紀
』
を
底
本
に
し
て
聖
王
代
の
百
済
と
加
耶
諸
国
及
び
倭
と
の
関
係
を
詳
細
に
伝
え
て
い
て
、
記
事
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
容
自
体
は
信
悪
で
き
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
史
料
（
1
）
に
は
、
聖
王
二
一
年
（
五
四
三
）
一
一
月
に
開
か
れ
た
百
済
の
君
臣
会
議
に
参
加
し
て
、
聖
王
の
諮
問
に
応
じ
た
臣
僚
を
「
三
佐
平
・
内
頭
・
諸
臣
」
と
表
現
し
た
。
一
方
、
同
一
の
案
件
で
一
ヶ
月
後
に
開
催
さ
れ
た
百
済
の
君
臣
会
議
の
場
面
を
描
写
し
た
史
料
（
2
）
で
は
、
ま
ず
上
佐
平
沙
宅
巳
婁
・
中
佐
平
木
窃
麻
那
・
下
佐
平
木
サ
貴
と
い
う
三
人
の
佐
平
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
ら
が
す
な
わ
ち
史
料
（
1
）
の
三
佐
平
に
あ
た
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
史
料
（
2
）
は
、
史
料
（
1
）
で
省
略
し
て
記
録
し
た
人
物
ら
の
旦
ハ
体
的
な
名
前
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
史
料
（
2
）
に
は
三
佐
平
と
共
に
君
臣
会
議
に
参
与
し
た
内
頭
と
諸
臣
の
名
前
も
、
当
然
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
三
佐
平
の
次
に
羅
列
さ
れ
た
徳
率
鼻
利
莫
古
・
徳
率
東
城
道
天
・
徳
率
木
錫
昧
淳
・
徳
率
国
錐
多
・
奈
率
燕
比
善
那
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
28
聖
王
二
一
年
に
開
催
さ
れ
た
君
臣
会
議
に
参
与
し
た
「
内
頭
」
は
、
記
録
の
順
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
序
に
よ
る
と
、
三
佐
平
直
後
の
徳
率
鼻
利
莫
古
と
み
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
「
内
頭
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
従
来
六
佐
平
の
一
つ
で
財
政
業
務
を
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
2
）
管
掌
し
た
内
頭
佐
平
と
理
解
し
、
六
佐
平
が
設
置
さ
れ
た
証
拠
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
上
の
事
例
か
ら
み
て
、
「
内
頭
」
は
徳
率
官
等
所
持
者
が
就
任
し
て
い
る
官
職
で
あ
る
の
で
、
佐
平
が
就
任
す
る
内
頭
佐
平
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
よ
っ
て
筆
者
は
、
「
内
頭
」
と
い
う
官
名
が
持
つ
意
味
に
注
目
し
た
い
。
「
内
頭
」
は
字
意
上
、
前
内
部
体
制
（
内
官
一
二
部
）
所
属
臣
僚
で
あ
る
内
臣
の
か
し
ら
（
頭
）
、
す
な
わ
ち
内
臣
の
長
と
解
釈
で
き
、
或
い
は
前
内
部
の
か
し
ら
（
頭
）
で
あ
る
長
官
と
み
て
も
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
解
釈
で
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
内
頭
」
は
百
済
の
内
朝
で
あ
る
前
内
部
体
制
の
長
で
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
百
済
内
官
一
二
部
の
首
席
官
府
で
あ
っ
た
前
内
部
の
長
官
と
推
定
で
き
る
。
　
「
内
頭
」
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
み
て
こ
そ
、
前
掲
史
料
（
1
）
・
（
2
）
に
描
写
さ
れ
た
君
臣
会
議
の
参
与
人
物
に
つ
い
て
も
合
理
的
な
理
解
が
可
能
に
な
る
。
聖
王
二
一
年
（
五
二
四
）
に
開
か
れ
た
一
連
の
君
臣
会
議
は
、
当
時
最
大
の
国
政
懸
案
で
あ
っ
た
百
済
の
加
耶
地
域
へ
の
進
出
問
題
を
取
り
扱
う
重
大
な
会
議
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
会
議
に
は
百
済
の
主
要
臣
僚
ら
が
例
外
な
く
参
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
既
に
前
内
部
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
状
況
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
代
表
す
る
臣
僚
も
参
席
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
君
臣
会
議
に
参
与
し
た
人
物
ら
を
み
る
と
、
国
王
、
貴
族
勢
力
を
代
表
す
る
上
・
中
・
下
三
佐
平
、
近
侍
臣
僚
の
長
で
前
内
部
長
官
の
「
内
頭
」
、
そ
し
て
他
の
諸
臣
僚
（
諸
臣
）
が
参
与
し
て
国
家
最
大
の
懸
案
を
議
論
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
内
頭
」
を
百
済
の
内
朝
す
な
わ
ち
前
内
部
体
制
の
長
と
み
る
筆
者
の
見
解
は
次
の
史
料
で
再
び
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
紀
生
磐
宿
禰
　
跨
拠
任
那
　
交
通
高
麗
　
将
西
王
三
韓
　
整
脩
官
府
自
称
神
聖
　
用
任
那
左
魯
那
奇
他
甲
背
等
計
　
殺
百
済
適
莫
爾
解
於
爾
林
（
注
一
爾
林
高
麗
地
也
）
　
築
帯
山
城
　
距
守
東
道
　
断
運
糧
津
　
令
軍
飢
困
　
百
済
王
大
怒
　
遣
領
軍
古
爾
解
　
内
頭
莫
古
解
等
　
率
衆
趣
干
帯
山
攻
　
於
是
　
生
磐
宿
禰
　
進
軍
逆
撃
　
胆
気
益
壮
　
所
向
皆
破
　
以
一
当
百
　
俄
而
兵
尽
力
蜴
　
知
事
不
済
　
自
任
那
帰
　
由
是
　
百
済
国
殺
左
魯
那
奇
他
甲
背
等
三
百
余
人
」
（
「
日
本
書
紀
』
巻
一
五
・
顕
宗
紀
三
年
是
歳
条
）
　
こ
の
記
事
は
、
周
知
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
史
料
的
限
界
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
そ
の
原
典
が
倭
の
紀
生
磐
宿
禰
系
統
の
氏
族
伝
承
で
、
相
当
の
歪
曲
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
東
城
王
九
年
（
四
八
七
）
に
該
当
す
る
編
年
や
一
部
の
表
現
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
3
V
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
体
熊
津
時
代
後
期
の
東
城
王
代
に
、
あ
る
貴
族
勢
力
が
地
方
勢
力
と
連
合
し
、
謀
反
を
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
こ
し
て
討
伐
さ
れ
た
内
容
を
伝
え
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
名
や
事
件
の
展
開
よ
り
は
、
人
名
や
官
名
は
当
代
の
事
実
に
あ
る
程
度
符
合
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
一
応
上
の
史
料
を
通
じ
て
当
時
の
百
済
で
は
、
領
軍
と
内
頭
と
い
う
官
名
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
史
料
的
検
討
は
妥
当
で
は
あ
る
が
、
た
だ
史
料
の
編
年
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
敷
術
が
必
要
で
あ
る
。
東
城
王
は
錦
江
流
域
に
基
盤
を
置
い
た
新
進
貴
族
を
一
挙
に
起
用
し
て
南
来
貴
族
を
牽
制
し
、
両
者
の
勢
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（
3
6
）
力
均
衡
の
上
で
王
権
強
化
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
国
王
の
一
方
的
な
王
権
強
化
作
業
は
治
世
の
末
期
に
至
り
、
貴
族
ら
の
反
機
を
呼
び
起
こ
し
、
結
局
東
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
7
V
王
は
衛
士
佐
平
の
菖
加
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
東
城
王
代
の
政
局
動
向
を
み
る
と
、
上
の
史
料
に
反
映
さ
れ
て
い
る
貴
族
勢
力
の
謀
反
も
、
東
城
王
代
末
期
頃
の
事
件
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
東
城
王
末
期
の
百
済
に
は
「
内
頭
」
と
「
領
軍
」
と
い
う
官
職
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
で
「
領
軍
」
は
中
国
の
魏
脅
南
北
朝
期
に
禁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
衛
軍
を
統
率
し
て
い
た
官
職
で
あ
っ
た
の
で
、
百
済
の
「
領
軍
」
も
国
王
の
侍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
衛
軍
を
指
揮
す
る
近
侍
武
官
職
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
領
軍
」
と
一
緒
に
指
揮
官
と
し
て
参
戦
し
た
「
内
頭
」
も
、
「
領
軍
」
と
同
じ
性
格
の
近
侍
職
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
字
意
に
よ
っ
て
近
侍
臣
僚
の
長
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
上
の
史
料
に
み
え
る
東
城
王
末
期
の
某
種
の
謀
反
事
件
は
、
近
侍
武
官
職
で
あ
っ
た
領
軍
と
近
侍
臣
僚
の
長
で
あ
っ
た
「
内
頭
」
が
指
揮
し
て
い
た
東
城
王
の
親
衛
軍
事
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
東
城
王
末
期
の
「
内
頭
」
の
存
在
は
、
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
百
済
の
内
朝
制
度
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
東
城
王
一
七
年
（
四
九
五
）
ま
で
、
内
朝
的
機
能
を
遂
行
し
て
き
た
国
王
幕
府
が
消
滅
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
り
「
内
頭
」
に
代
表
さ
れ
る
前
内
部
体
制
が
形
成
さ
れ
て
、
内
朝
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
前
内
部
体
制
は
、
主
に
徳
率
以
下
の
官
等
所
持
者
に
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
聖
王
二
一
年
当
時
に
徳
率
の
鼻
利
莫
古
が
前
内
部
の
長
官
で
あ
る
「
内
頭
」
に
就
任
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
王
代
に
股
肱
之
臣
と
称
さ
れ
た
「
王
佐
」
の
馬
武
が
奈
率
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
内
臣
と
表
現
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
近
侍
臣
僚
で
あ
る
次
酒
が
徳
率
で
あ
っ
た
事
〔
4
1
）
実
か
ら
も
傍
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
要
す
る
に
、
東
城
王
代
に
新
た
に
形
成
さ
れ
始
め
、
聖
王
の
酒
批
遷
都
以
後
に
整
備
さ
れ
た
百
済
の
新
し
い
内
朝
で
あ
る
前
内
部
体
制
（
内
官
＝
一
部
）
は
、
「
内
頭
」
が
長
官
の
前
内
部
を
首
席
官
府
に
し
て
、
隷
下
に
＝
個
の
官
府
が
所
属
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
内
頭
」
を
始
め
と
す
る
内
官
一
二
部
の
長
官
は
徳
率
以
下
の
官
等
所
持
者
が
就
任
し
た
が
、
こ
れ
は
大
姓
貴
族
ら
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
前
内
部
体
制
は
王
命
出
納
や
近
侍
供
奉
業
務
は
も
ち
ろ
ん
一
般
政
治
領
域
で
も
王
権
を
支
持
す
る
制
度
的
基
盤
と
し
て
機
能
し
た
。
聖
王
二
一
年
（
五
四
四
）
に
開
催
さ
れ
た
所
謂
任
那
復
興
会
議
と
関
連
す
る
重
大
な
君
臣
会
議
に
、
貴
族
勢
力
の
代
表
者
で
あ
る
上
・
中
・
下
の
三
佐
平
と
共
に
「
内
頭
」
が
主
要
な
参
与
人
物
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
2
）
内
佐
平
の
設
置
と
前
内
部
体
制
の
変
化
　
聖
王
代
に
整
備
さ
れ
た
、
前
内
部
の
長
官
で
あ
る
「
内
頭
」
を
領
袖
と
す
る
百
済
の
前
内
部
体
制
（
内
官
一
二
部
）
は
、
洒
批
時
代
の
後
期
に
至
っ
て
そ
の
構
造
と
運
営
に
お
い
て
も
う
一
度
大
き
な
変
化
が
起
き
た
と
み
ら
れ
る
。
次
の
史
料
は
ご
く
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
よ
い
暗
示
を
与
え
て
い
る
。
「
百
済
弔
使
係
人
等
言
　
〈
中
略
〉
　
今
年
正
月
　
国
主
母
莞
　
又
弟
王
子
児
麹
岐
及
其
母
妹
女
子
四
人
　
内
佐
平
岐
味
　
有
高
名
之
人
四
十
余
　
被
30
放
於
嶋
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
二
四
・
皇
極
紀
元
年
二
月
条
）
　
こ
の
記
事
は
義
慈
王
二
年
（
六
四
二
）
正
月
に
、
百
済
で
大
規
模
の
政
変
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
起
こ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
義
慈
王
が
即
位
し
て
か
ら
あ
ま
り
経
た
な
い
時
、
す
な
わ
ち
王
母
が
莞
去
し
た
あ
わ
た
だ
し
い
状
況
の
中
で
、
義
慈
王
の
弟
、
王
子
の
翻
岐
、
彼
の
姉
妹
四
人
な
ど
の
近
親
王
族
、
内
佐
平
の
岐
味
、
そ
し
て
大
姓
貴
族
出
身
と
推
測
さ
れ
る
コ
局
名
之
人
」
四
〇
余
人
が
島
に
追
放
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
変
の
性
格
は
、
多
く
の
研
究
者
が
論
及
し
た
よ
う
に
、
武
王
の
後
半
期
の
貴
族
中
心
の
政
治
運
営
を
改
革
し
て
国
王
の
政
局
主
導
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
義
慈
王
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
、
既
成
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
治
支
配
勢
力
に
対
す
る
一
大
の
粛
清
事
件
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
追
放
さ
れ
た
者
ら
は
義
慈
王
の
即
位
に
対
す
る
反
対
勢
力
乃
至
は
貴
族
中
心
の
政
治
運
営
を
持
続
し
よ
う
と
す
る
性
向
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
コ
局
名
之
人
」
四
〇
余
人
は
武
王
後
半
期
の
政
局
運
営
を
主
導
し
た
大
姓
貴
族
出
身
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
こ
の
粛
清
事
件
の
追
放
者
の
中
で
最
も
異
色
的
な
人
物
が
内
佐
平
の
岐
味
で
あ
る
。
大
姓
貴
族
が
独
占
し
て
い
た
佐
平
を
保
有
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
姓
貴
族
出
身
の
「
高
名
之
人
」
四
〇
余
人
と
区
別
さ
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
佐
平
岐
味
を
別
に
記
録
し
た
の
は
、
彼
が
「
高
名
之
人
」
四
〇
余
人
と
は
違
う
性
格
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
彼
の
独
特
な
性
格
は
内
佐
平
と
い
う
官
職
か
ら
出
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
岐
味
の
官
職
で
あ
る
内
佐
平
は
、
百
済
の
六
佐
平
の
中
で
「
内
」
を
冠
称
し
た
内
臣
・
内
頭
・
内
法
佐
平
の
う
ち
に
ど
れ
か
の
一
つ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
き
た
が
、
明
確
な
論
拠
が
な
い
た
め
従
い
に
く
い
。
ま
ず
ど
の
史
料
に
も
内
臣
・
内
法
・
内
頭
佐
平
を
縮
約
し
て
内
佐
平
に
記
録
し
た
事
例
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
も
内
佐
平
が
大
姓
貴
族
が
独
占
し
て
い
た
六
佐
平
や
一
般
佐
平
と
官
制
的
性
格
が
同
一
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
内
佐
平
の
岐
味
も
上
の
史
料
で
、
コ
局
名
之
人
」
四
〇
余
人
に
包
含
し
て
一
括
に
記
録
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
佐
平
の
岐
味
が
「
高
名
之
人
」
四
〇
余
人
と
は
別
途
に
記
録
さ
れ
た
の
は
、
内
佐
平
が
大
姓
貴
族
ら
が
独
占
し
て
い
た
六
佐
平
か
或
い
は
一
般
の
佐
平
と
は
官
制
的
性
格
が
異
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
　
筆
者
は
何
よ
り
も
内
佐
平
と
い
う
官
名
に
留
意
し
た
い
。
内
佐
平
は
字
意
の
通
り
に
百
済
内
官
の
佐
平
、
す
な
わ
ち
前
内
部
体
制
に
属
し
た
佐
平
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
外
廷
に
属
し
て
い
た
六
佐
平
や
一
般
佐
平
で
は
な
く
、
百
済
内
朝
の
佐
平
と
い
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
義
慈
王
二
年
の
政
変
で
粛
清
さ
れ
た
内
佐
平
岐
味
は
、
前
内
部
体
制
（
内
官
一
二
部
）
に
属
し
て
い
た
佐
平
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
、
ま
た
彼
が
佐
平
で
あ
っ
た
点
か
ら
み
る
と
、
前
内
部
体
制
を
統
率
す
る
百
済
内
朝
の
領
袖
と
し
て
の
位
相
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
義
慈
王
二
年
に
、
内
佐
平
に
在
任
中
の
人
物
が
存
在
し
て
い
た
事
実
は
、
百
済
の
内
朝
制
度
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
み
せ
る
端
的
な
証
拠
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
聖
王
の
洒
批
遷
都
以
後
整
備
さ
れ
た
前
内
部
体
制
（
内
官
一
二
部
）
は
、
徳
率
が
内
朝
の
領
袖
で
あ
る
前
内
部
の
長
官
（
内
頭
）
に
就
任
す
る
な
ど
、
主
に
徳
率
以
下
中
級
の
官
等
所
持
者
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
変
化
し
た
前
内
部
体
制
で
は
、
佐
平
官
等
所
持
者
の
内
佐
平
が
前
内
部
体
制
を
統
率
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
内
朝
の
領
袖
の
政
治
的
位
相
が
か
な
り
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
内
佐
平
が
百
済
の
内
朝
を
統
率
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
内
官
＝
部
の
長
官
の
格
も
高
く
な
っ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
間
接
的
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
「
黒
歯
常
之
墓
誌
」
と
子
の
「
黒
歯
俊
墓
誌
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
1
）
「
其
家
世
相
承
為
達
率
　
達
率
之
職
　
猶
今
兵
部
尚
書
　
於
本
国
二
品
官
也
　
曾
祖
諦
文
大
　
祖
韓
徳
顕
　
考
緯
沙
次
　
並
官
至
達
率
　
〈
中
略
〉
　
未
弱
冠
　
以
地
籍
授
達
率
」
（
「
黒
歯
常
之
墓
誌
」
）
（
2
）
「
曾
祖
加
亥
任
本
郷
刺
史
　
祖
沙
子
任
本
郷
戸
部
尚
書
　
〈
中
略
〉
父
常
之
口
皇
朝
左
武
衛
大
将
軍
上
柱
国
燕
国
公
　
贈
左
領
軍
衛
大
将
軍
」
（「
侮
撫
r
墓
誌
」
）
　
上
の
史
料
は
黒
歯
常
之
父
子
の
墓
誌
の
先
祖
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
両
資
料
を
比
較
す
る
と
、
先
祖
の
諦
や
百
済
で
の
歴
任
官
職
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
6
）
が
、
大
勢
面
で
は
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
史
料
（
1
）
に
は
、
黒
歯
常
之
家
門
が
先
祖
代
代
に
達
率
を
歴
任
し
た
と
し
な
が
ら
、
達
率
を
唐
の
兵
部
尚
書
に
比
擬
し
て
い
る
。
し
か
し
、
百
済
の
二
等
級
の
官
等
の
達
率
と
唐
の
官
職
と
し
て
の
兵
部
尚
書
が
同
一
に
な
れ
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
た
の
は
、
黒
歯
常
之
の
先
祖
の
中
で
達
率
官
等
を
保
有
し
て
兵
部
尚
書
と
類
似
し
た
性
格
の
官
職
に
就
任
し
た
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
史
料
（
2
）
で
は
黒
歯
俊
の
祖
父
（
黒
歯
常
之
の
父
）
の
沙
子
（
沙
次
）
が
百
済
の
戸
部
尚
書
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
実
際
に
黒
歯
常
之
の
先
代
で
は
、
唐
の
尚
書
に
比
較
で
き
る
百
済
の
官
職
を
歴
任
し
た
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
で
は
、
達
率
を
昇
進
の
上
限
線
と
す
る
第
二
級
貴
族
の
黒
歯
家
門
出
身
が
歴
任
し
た
唐
の
尚
書
の
よ
う
な
百
済
の
官
制
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一
応
、
兵
部
と
戸
部
な
ど
、
所
管
業
務
が
特
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
業
務
を
管
掌
し
た
六
佐
平
の
中
の
兵
官
佐
平
と
内
頭
佐
平
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
達
率
官
等
の
所
持
者
が
就
任
で
き
な
い
官
職
で
あ
っ
た
の
で
、
論
外
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
除
外
す
る
と
、
唐
の
尚
書
に
比
肩
す
る
も
の
は
二
二
部
（
内
官
一
二
部
・
外
官
一
〇
部
）
の
長
官
職
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
黒
歯
常
之
の
父
で
あ
る
沙
次
は
、
戸
部
尚
書
を
歴
任
し
た
と
み
え
る
の
で
、
二
二
部
の
う
ち
財
政
業
務
を
管
掌
し
た
官
府
の
長
官
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
官
府
は
内
官
一
二
部
に
属
す
る
内
椋
部
と
外
椋
部
の
中
の
ど
れ
か
で
あ
っ
　
　
（
4
8
）
た
だ
ろ
う
。
黒
歯
沙
次
が
達
率
と
し
て
前
内
部
隷
下
の
内
椋
部
（
或
い
は
外
椋
部
）
の
長
官
を
歴
任
し
た
時
期
は
、
子
の
黒
歯
常
之
が
武
王
三
一
年
（
六
三
〇
）
に
出
生
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
前
後
の
時
期
で
あ
る
武
王
代
に
比
定
さ
れ
る
。
　
以
上
の
黒
歯
家
門
の
事
例
を
通
じ
て
、
少
な
く
と
も
武
王
代
に
は
前
内
部
隷
下
官
府
の
長
官
職
に
達
率
官
等
の
所
持
者
が
就
任
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
前
内
部
体
制
の
領
袖
が
内
佐
平
に
上
向
さ
れ
た
事
実
と
共
に
、
百
済
の
内
朝
で
あ
る
前
内
部
体
制
の
構
造
と
運
営
に
変
化
が
起
こ
り
、
そ
の
政
治
的
比
重
が
大
き
く
増
大
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
最
後
に
前
内
部
体
制
の
変
化
時
期
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
に
提
示
し
た
史
料
に
よ
る
と
、
内
佐
平
が
初
見
さ
れ
る
時
期
は
義
慈
王
二
年
（
六
四
二
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
佐
平
が
義
慈
王
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
当
時
の
内
佐
平
岐
味
は
旧
勢
力
で
、
義
慈
王
に
よ
っ
て
粛
清
対
象
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
武
王
代
の
内
32
佐
平
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
黒
歯
常
之
父
子
の
墓
誌
に
よ
る
と
、
前
内
部
の
隷
下
官
府
の
長
官
職
に
達
率
が
就
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
時
期
も
武
王
代
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
旦
前
内
部
体
制
の
変
化
が
起
こ
っ
た
時
期
と
し
て
は
武
王
代
が
最
も
有
力
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
更
に
武
王
は
没
落
王
族
家
門
の
出
身
で
、
王
位
に
つ
い
て
多
様
な
王
権
強
化
政
策
を
推
進
し
た
　
　
　
　
（
4
9
）
こ
と
が
あ
る
。
内
朝
の
基
本
性
格
が
王
権
を
支
持
す
る
制
度
的
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
百
済
の
内
朝
で
あ
る
前
内
部
体
制
は
、
武
王
の
王
権
強
化
政
策
の
一
環
と
し
て
再
び
改
編
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
、
お
わ
り
に
も
ち
ろ
ん
一
般
政
治
領
域
で
も
王
権
を
支
持
す
る
制
度
的
基
盤
と
し
て
機
能
し
た
。
こ
れ
は
、
聖
王
二
一
年
（
五
四
四
）
に
開
催
さ
れ
た
所
謂
任
那
復
興
会
議
と
関
連
す
る
重
大
な
君
臣
会
議
に
、
貴
族
勢
力
の
代
表
者
で
あ
る
上
・
中
・
下
の
三
佐
平
と
共
に
「
内
頭
」
が
主
要
な
参
与
人
物
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
④
と
こ
ろ
で
「
前
内
部
体
制
」
の
運
営
は
武
王
代
に
一
変
し
た
。
佐
平
官
等
所
持
者
の
内
佐
平
が
前
内
部
体
制
を
統
率
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
内
朝
の
領
袖
の
政
治
的
位
相
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
前
内
部
体
制
」
は
王
権
を
支
持
す
る
主
要
な
制
度
的
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。
　
以
上
、
百
済
の
内
朝
に
つ
い
て
試
論
的
な
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
確
認
し
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
五
世
紀
の
百
済
で
は
国
王
幕
府
が
開
設
さ
れ
、
内
朝
的
機
能
が
遂
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
調
べ
て
み
た
。
百
済
王
は
伝
統
貴
族
と
は
出
身
身
分
が
異
な
る
人
物
を
自
身
の
幕
府
属
僚
に
抜
擢
し
て
、
そ
れ
を
個
人
的
な
勢
力
基
盤
と
し
、
上
佐
平
中
心
の
貴
族
勢
力
の
牽
制
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
，
②
　
百
済
の
内
朝
と
し
て
内
官
一
二
部
は
前
内
部
を
最
初
に
し
て
東
城
王
代
か
ら
設
置
さ
れ
始
め
て
、
増
設
過
程
を
経
て
洒
批
遷
都
以
後
、
聖
王
に
よ
っ
て
最
終
的
に
「
前
内
部
体
制
」
と
し
て
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
前
内
部
体
制
」
は
前
内
部
を
首
席
官
府
と
し
な
が
ら
穀
部
・
肉
部
・
内
椋
部
・
外
椋
部
・
馬
部
・
刀
部
・
功
徳
部
・
薬
部
・
木
部
・
法
部
・
後
宮
部
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。
③
　
初
期
の
「
前
内
部
体
制
」
の
運
営
で
は
、
徳
率
以
下
の
官
等
所
持
者
が
就
任
し
た
「
内
頭
」
を
長
官
と
し
た
。
そ
し
て
、
王
命
出
納
や
近
侍
供
奉
業
務
は
　
注
（
1
）
　
中
国
古
代
に
使
用
さ
れ
た
内
朝
の
用
例
と
そ
の
意
味
を
概
観
し
て
み
る
と
、
内
朝
　
　
は
大
体
三
つ
の
複
合
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
用
語
で
あ
っ
た
。
原
初
的
に
は
、
君
　
主
の
政
務
執
行
が
行
わ
れ
て
い
た
特
定
の
場
所
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
　
　
そ
こ
か
ら
行
わ
れ
た
政
治
行
為
を
補
佐
す
る
臣
僚
集
団
（
内
朝
臣
）
と
い
う
意
味
へ
　
と
拡
大
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
彼
ら
臣
僚
集
団
が
所
属
し
た
官
職
・
官
府
な
ど
の
政
治
　
機
構
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
2
）
　
二
二
部
を
中
心
に
百
済
の
政
治
制
度
を
検
討
し
た
代
表
的
な
論
稿
は
次
の
通
り
で
　
あ
る
。
鬼
頭
清
明
「
日
本
の
律
令
官
制
の
成
立
と
百
済
の
官
制
」
（
『
日
本
古
代
の
社
　
会
と
経
済
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）
、
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
　
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
4
、
学
生
社
、
　
　
一
九
八
ご
、
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
一
潮
閣
、
一
九
八
八
）
、
梁
起
錫
　
「
百
済
専
制
王
権
成
立
過
程
研
究
」
（
『
檀
国
大
大
学
院
博
士
学
位
論
文
』
、
一
九
九
　
〇
）
、
金
周
成
「
百
済
洒
批
時
代
政
治
史
研
究
」
（
『
全
南
大
大
学
院
博
士
学
位
論
文
』
、
　
　
一
九
九
〇
）
、
李
鍾
旭
「
百
済
洒
批
時
代
の
中
央
政
府
組
織
」
（
『
百
済
研
究
』
二
一
、
　
　
一
九
九
〇
）
、
梁
起
錫
「
百
済
聖
王
代
の
政
治
改
革
と
そ
の
性
格
」
（
『
韓
国
古
代
史
百済内朝制度試論33
　
　
研
究
』
4
、
一
九
九
一
）
、
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
韓
国
史
』
6
、
（
一
九
九
五
）
。
（
3
）
　
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
＝
七
・
天
宝
＝
二
年
正
月
条
。
（
4
）
　
李
道
学
「
漢
城
末
熊
津
時
代
百
済
王
位
継
承
と
王
権
の
性
格
」
（
『
韓
国
史
研
究
』
　
　
五
〇
・
五
一
合
集
、
一
九
八
五
）
。
（
5
）
　
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
。
（
6
）
　
坂
元
義
種
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
－
大
王
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
i
」
．
　
　
（
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
日
本
と
朝
鮮
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）
。
（
7
）
　
金
翰
奎
「
南
北
朝
時
代
の
中
国
的
世
界
秩
序
と
古
代
韓
国
の
幕
府
制
」
（
前
掲
）
。
　
　
た
だ
、
鈴
木
靖
民
は
こ
の
制
度
を
「
府
民
制
」
と
呼
称
し
た
が
、
そ
れ
が
も
っ
て
い
　
　
る
意
味
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
（
鈴
木
靖
民
『
倭
国
と
東
ア
ジ
ア
』
、
二
〇
　
　
〇
二
）
。
（
8
）
　
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
六
）
。
（
9
）
　
『
宋
書
』
巻
九
七
・
列
伝
五
七
・
百
済
国
、
『
三
国
史
記
』
巻
二
五
・
腰
支
王
一
二
　
　
年
条
。
（
1
0
）
　
『
梁
書
』
巻
五
四
・
高
句
騨
伝
。
（
1
1
）
　
高
柄
栩
「
中
国
正
史
の
外
国
列
伝
」
（
『
菓
亜
交
渉
史
の
研
究
』
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
　
　
出
版
部
、
一
九
七
〇
）
、
朴
性
鳳
『
東
夷
伝
百
済
関
係
資
料
』
（
慶
煕
大
学
校
伝
統
文
　
　
化
研
究
所
、
一
九
八
六
）
、
劉
元
在
『
中
国
正
史
百
済
伝
研
究
』
（
学
研
文
化
社
、
一
　
　
九
九
五
）
。
（
1
2
）
　
稲
葉
岩
吉
「
百
済
の
椋
及
び
椋
部
」
（
『
釈
椋
』
、
一
九
三
六
）
。
（
1
3
）
　
「
都
下
有
万
家
　
分
為
五
部
」
（
『
周
書
』
百
済
伝
）
。
（
1
4
）
　
特
に
次
の
論
稿
を
参
照
し
た
。
以
下
の
具
体
的
な
職
事
に
つ
い
て
の
叙
述
で
は
注
　
　
を
省
略
す
る
。
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
（
前
掲
）
、
　
　
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
、
梁
起
錫
「
百
済
専
制
王
権
成
立
過
程
研
　
　
究
」
（
前
掲
）
、
国
史
編
纂
委
員
会
『
韓
国
史
』
6
（
前
掲
）
。
（
1
5
）
　
代
表
的
に
は
、
内
椋
部
は
御
供
を
、
外
椋
部
は
国
家
財
政
に
所
要
さ
れ
る
物
品
を
　
　
貯
蔵
し
た
と
す
る
稲
葉
岩
吉
の
見
解
（
稲
葉
岩
吉
「
百
済
の
椋
及
び
椋
部
」
、
前
掲
）
、
　
　
倉
庫
の
所
在
地
が
宮
内
と
外
方
に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
（
盧
重
国
『
百
済
政
　
　
治
史
研
究
』
、
前
掲
∀
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
1
6
）
　
梁
起
錫
「
百
済
聖
王
代
の
政
治
改
革
と
そ
の
性
格
」
（
前
掲
）
。
（
1
7
）
　
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
（
前
掲
）
で
は
、
外
椋
　
　
部
が
内
官
の
所
属
に
記
録
さ
れ
た
の
を
史
料
の
誤
謬
と
み
た
。
（
1
8
）
　
新
羅
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
兵
器
庫
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
「
九
　
　
月
　
東
海
水
戦
　
声
聞
王
都
　
兵
庫
中
鼓
角
自
鳴
」
（
『
三
国
史
記
』
巻
八
・
孝
昭
王
　
　
八
年
条
）
。
（
1
9
）
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
、
梁
起
錫
「
百
済
専
制
王
権
成
立
過
程
研
　
　
究
」
（
前
掲
）
。
（
2
0
）
　
李
鍾
旭
「
百
済
の
佐
平
」
（
『
震
檀
学
報
』
四
五
、
一
九
七
八
）
、
金
周
成
「
洒
批
　
　
遷
都
と
支
配
体
制
の
再
編
」
（
『
韓
国
史
』
6
、
一
九
九
五
）
。
（
2
1
）
　
内
宮
一
二
部
の
設
置
始
点
を
、
李
鍾
旭
は
東
城
王
代
の
末
期
に
、
金
周
成
は
武
寧
　
　
王
二
一
年
頃
に
比
定
し
て
い
る
が
（
李
鍾
旭
「
百
済
の
佐
平
」
（
前
掲
）
、
金
周
成
、
　
　
「
洒
批
遷
都
と
支
配
体
制
の
再
編
」
、
（
前
掲
）
、
具
体
的
論
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。
（
2
2
）
　
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
五
年
条
。
（
2
3
）
　
直
木
孝
次
郎
「
大
蔵
省
と
宮
内
省
の
成
立
」
（
『
柴
田
実
先
生
古
稀
記
念
日
本
文
化
　
　
史
論
叢
』
、
柴
田
実
先
生
古
稀
記
念
会
編
、
一
九
七
六
）
（
2
4
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
・
列
伝
一
四
九
・
百
済
国
伝
。
（
2
5
）
　
『
新
唐
書
』
巻
二
二
〇
・
列
伝
一
四
五
・
百
済
伝
。
（
2
6
）
　
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
（
前
掲
）
、
梁
起
錫
「
百
　
　
済
酒
批
時
代
の
佐
平
制
研
究
」
（
『
忠
北
史
学
』
九
、
一
九
九
七
）
。
（
2
7
）
　
つ
ま
り
、
次
の
史
料
で
は
莫
離
支
で
あ
る
淵
蓋
蘇
文
を
内
臣
と
し
て
い
る
。
「
高
　
　
麗
沙
門
道
顕
日
本
世
記
日
〈
中
略
〉
其
注
云
　
新
羅
春
秋
智
　
不
得
願
於
内
臣
蓋
金
　
　
故
亦
使
於
唐
　
捨
俗
衣
冠
　
請
媚
駁
天
子
　
投
禍
於
隣
国
　
而
構
斯
意
行
者
也
」
　
　
（
「
日
本
書
紀
』
巻
二
六
、
斉
明
紀
六
年
条
）
（
2
8
）
　
坂
本
太
郎
外
校
注
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）
。
（
2
9
）
　
笠
井
倭
人
「
日
本
文
献
に
見
え
る
初
期
百
済
史
料
」
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
　
　
古
代
史
講
座
』
3
、
学
生
社
、
一
九
八
一
）
、
金
恩
淑
「
『
日
本
書
紀
』
の
百
済
関
係
34
　
　
紀
事
の
基
礎
的
検
討
」
（
『
百
済
研
究
』
二
｝
、
一
九
九
〇
）
。
（
3
0
）
　
梁
起
錫
「
百
済
酒
批
時
代
の
佐
平
制
研
究
」
（
前
掲
）
で
は
、
史
料
二
に
は
「
内
　
　
頭
」
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
と
み
た
が
、
史
料
の
一
貫
性
の
側
面
で
首
肯
し
難
い
。
（
3
1
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
・
列
伝
一
四
九
・
百
済
国
伝
。
（
3
2
）
　
武
田
幸
男
「
六
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
三
国
の
国
家
体
制
」
（
前
掲
）
。
（
3
3
）
　
井
上
秀
雄
『
任
那
日
本
府
と
倭
』
（
東
出
版
、
一
九
七
三
）
。
（
3
4
）
　
金
泰
植
『
加
耶
聯
盟
史
』
（
一
潮
閣
、
一
九
九
三
）
。
（
3
5
）
　
金
英
心
「
漢
城
時
代
百
済
佐
平
制
の
展
開
」
（
『
ソ
ウ
ル
学
研
究
』
八
、
一
九
九
　
　
七
）
。
（
3
6
）
　
李
基
白
「
熊
津
時
代
百
済
の
貴
族
勢
力
」
（
『
百
済
研
究
』
九
、
一
九
七
八
）
、
盧
　
　
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
。
（
3
7
）
　
『
三
国
史
記
』
巻
二
六
・
東
城
王
二
三
年
条
。
一
方
『
日
本
書
紀
」
に
も
「
是
歳
　
　
百
済
末
多
王
無
道
　
暴
虐
百
姓
　
国
人
遂
除
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
一
六
・
武
烈
紀
四
　
　
年
条
）
と
し
て
、
東
城
王
が
国
人
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
た
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
（
3
8
）
　
越
智
重
明
「
領
軍
将
軍
と
護
軍
将
軍
」
（
『
中
国
古
代
の
政
治
と
社
会
』
、
中
国
書
　
　
店
、
二
〇
〇
〇
）
。
（
3
9
）
　
金
英
心
「
百
済
地
方
統
治
体
制
研
究
」
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
文
学
博
士
学
位
　
　
論
文
、
一
九
九
七
）
。
（
4
0
）
　
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
一
一
年
条
。
（
4
1
）
　
『
日
本
書
紀
』
巻
一
九
・
欽
明
紀
一
四
年
条
。
（
4
2
）
　
こ
の
事
件
の
発
生
年
代
に
対
し
て
は
、
義
慈
王
二
年
（
六
四
二
）
説
、
義
慈
王
三
　
　
年
（
六
四
三
）
説
、
義
慈
王
一
五
年
（
六
五
五
）
設
が
あ
る
が
、
本
稿
は
義
慈
王
二
　
　
年
説
に
従
う
。
（
4
3
）
　
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
、
金
周
成
「
支
配
勢
力
の
分
裂
と
王
権
の
　
　
弱
化
」
（
『
韓
国
史
』
6
、
一
九
九
五
）
。
一
方
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
様
々
な
異
　
　
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
英
夫
「
大
化
改
新
直
前
の
倭
国
　
　
と
百
済
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
七
二
、
一
九
九
〇
）
参
照
。
（
4
4
）
　
金
寿
泰
「
百
済
義
慈
王
代
の
政
治
変
動
」
（
『
韓
国
古
代
史
研
究
』
5
、
一
九
九
　
　
一
）
。
（
4
5
）
　
鬼
頭
清
明
「
日
本
の
律
令
官
制
の
成
立
と
百
済
の
官
制
」
（
前
掲
）
、
梁
起
錫
「
百
　
　
済
洒
批
時
代
の
佐
平
制
研
究
」
（
前
掲
）
、
金
英
心
「
漢
城
時
代
百
済
佐
平
制
の
展
　
　
開
」
（
前
掲
）
。
（
4
6
）
　
李
文
基
「
百
済
黒
歯
常
之
父
子
墓
誌
銘
の
検
討
」
（
『
韓
国
学
報
』
六
四
、
一
九
九
　
　
四
）
。
（
4
7
）
李
文
基
「
百
済
黒
歯
常
之
父
子
墓
誌
銘
の
検
討
」
（
前
掲
）
。
（
4
8
）
　
外
官
一
〇
部
中
で
は
、
所
管
業
務
上
戸
部
に
比
定
で
き
る
官
府
が
見
つ
か
ら
な
い
。
（
4
9
）
　
盧
重
国
『
百
済
政
治
史
研
究
』
（
前
掲
）
。
